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研究成果の概要（和文）：本研究では、オーストラリア北部の都市ブルームで、1870年代より1960年代までの日本人移
民とオーストラリア先住民の子孫のアイデンティティとルーツに関する実践を探った。文献調査とフィールド調査によ
り、彼らの多くがオーストラリア先住民の親族組織や社会活動に従事する一方、日本人側のルーツを認め、語り、たど
る、という実践を行っていることが明らかになった。そこには、複数のエスニック・アイデンティティの共存を認める
先住民コスモポリタニズムとも呼べるべき態度があり、アジア人との接触の歴史の長いオーストラリア北部においては
、日本人のルーツをも取り込んだ「先住民」としてのあり方が存在すると言える。

研究成果の概要（英文）：This project explores the history of the migration of Japanese workers to the 
Broome pearl shell industry from the 1870s to 1960s, their interactions with local Indigenous 
Australians, and the lives of their descendants. By combining ethnographic and archival data from 
Australia and Japan, this research revealed what could be called ‘Indigenous cosmopolitanism’ among 
Japanese-Indigenous Australian mixed descendant people, which embraces both sides of identities. This 
attitude has been developed through the long history of interaction between Indigenous Australians and 
Asian, including Japanese, migrants in northern parts of Australia, where mixing with, acknowledging and 
respecting other roots is part of the experience of being ‘Indigenous’

研究分野：文化人類学　オーストラリア先住民
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１．研究開始当初の背景 
戦前、アメリカ両大陸を合わせたよりも多数
の日本人がアジア太平洋地域に移住し、現地
の人々と様々な形で交わり、時には混血の子
孫を残した。だが、従来の日本人移民研究は
アメリカ両大陸に偏り、日本国内国外双方で
彼らに関する研究は極少数であった。また、
多くの日本人移民研究においては、移民の世
代間の格差や社会組織、アイデンティティ等
が主な研究対象となっていたが、移住先の他
のエスニック・グループ、殊にマイノリテ
ィ・グループとの関係は、移民に大きなイン
パクトを与えるにもかかわらず、突き詰めて
調査されてこなかった。更に、他のエスニッ
ク・グループとの混血の人々のアイデンティ
ティに関してはアメリカ合衆国における研
究で人種間の壁を超える可能性を注目され
てきたが（e.g. Root 1992）、その分析枠組み
が同国の人種概念に依存しすぎており、それ
以外の地域の混血の日系の人々に関しては
着目が成されていない。本研究はこの様な観
点より、北部オーストラリアの日本人移民を
例に取り上げ、アジア・太平洋地域における
日本の位置を考え直すと共に、人の交流とし
ての移民現象のダイナミズムを捉える新た
な視点を提示することを目的とした。 
 日本におけるオーストラリア北部への移
民に関しては出稼ぎ移民研究（鈴木 1992）
や移民自身の経験に焦点を当てた研究（小川
1976、久原 1986）、戦後に残留した移民に関
するエピソード的な調査（司馬 1980、中野
1986）、戦後に移住した「ライフスタイル移
民」に関する小数の調査（塩原 2003、水上
2007）等が存在する。しかし、これらの調査
は基本的に日本人移民の社会状況や移民自
身のアイデンティティに焦点を当てるもの
の、移住先の人々との関係や混血の子孫の存
在には着目がなされてこなかった。一方オー
ストラリアにおいては戦前の日本人コミュ
ニティ（Sissons 1979, Nagata 1996）やオー
ストラリア北部の真珠貝産業研究の一部と
して日本人移民を取り扱った研究（Bain 
1982, Ganter 2006）が存在する。だが、こ
れらの研究においては真珠貝産業に巻き込
まれた日本人移民とオーストラリア先住民
の関係は友好的か敵対的かのどちらかとし
て語られ、真珠貝産業を支配する白人支配下
の被差別的立場を共有しながらも様々な側
面において異なる状況にあった両者の関係
のダイナミズムには踏み込めていないまま
であった。 
一方、オーストラリア先住民は日本国内にお
いても、オーストラリアにおいても長年研究
の対象であり、彼等の社会・親族組織や美術、
ジェンダー関係等が研究の対象となってき
た（e.g.Berndt and Berndt 1954, 窪田2005）。
しかしこれらの研究においては、オーストラ
リア北部におけるエスニック・グループ混交
の歴史の帰結は、その枠組みには組み入れら
れていない。 

 研究代表者はシドニー大学大学院博士課
程において、シドニー南西部におけるオース
トラリア先住民に関する調査を行った。その
結果浮かび上がってきたのが、「先住民アイ
デンティティ」が多様なエスニック・グルー
プとの関係のダイナミズムから柔軟に形成
されてきたこと、及び、調査者の日本人性が
従来研究者の中心だった白人調査者とは異
なる先住民の対応を引き出していること、で
あった。以上の関心を元に、申請者は 2008
年以後、オーストラリア先住民と日本人との
親密な交流のあった地域としてオーストラ
リア北部（殊にブルームと木曜島）に目を向
け、2009年、2010年に短期間の予備調査を
行った。そこにおいては、日本人とオースト
ラリア先住民の子孫が現在も存在し、日本人
と先住民の交流の歴史が彼等の間の社会関
係やアイデンティティに複雑な影響を及ぼ
している。彼らは北部オーストラリアにおけ
るエスニック・グループ混交の歴史を主張し
ながら日本人とオーストラリア先住民双方
にアイデンティファイする。彼等の間に存在
する多様性とそのアイデンティティのダイ
ナミズムを探り、それを可能にした歴史的・
社会的背景を明らかにするには、文書と語り
に基づいた歴史的調査及びフィールドワー
クを基盤とする文化人類学的調査の両方を
必要不可欠とした。 
 
２．研究の目的 

1870年代より1960年代まで北部オースト
ラリアのブルームや木曜島には日本人移民
が真珠貝産業等に従事するために流入し、オ
ーストラリア先住民と様々な形で交流した。
今日においても現地には日本人とオースト
ラリア先住民の血を引く子孫が存在する。本
研究ではこの日本人移民とオーストラリア
先住民の交流の歴史と現在における彼等の
子孫のアイデンティティを文献調査、オーラ
ル・ヒストリー調査、参与観察、インタビュ
ー調査により探り、これを通じてアジア太平
洋地域における日本及び日本人移民の位置
付けを見直し、「日本人性」「日本人アイデン
ティティ」の多様な可能性を問い、更に日本
人の子孫でありながら、オーストラリア先住
民の子孫である、というあり方を探る事を目
的とした。 
本研究としては、まず、背景として、北部
オーストラリアにおける日本人移民とオー
ストラリア先住民の歴史的関係を洗い出し、
日本人移民と現地先住民のコミュニティ形
態、相互への影響、結果としての子孫の取り
扱い、等を文献や語りを通じて掘り下げ、オ
ーストラリア北部における日本人移民の実
態を捉えると共に、その現地との相互インパ
クトや今日の現地社会への影響等を明らか
にする。 
その上で、日本人移民の子孫達が自らのア
イデンティティをどう捉え、それが彼等の歴
史認識やライフヒストリーとどの様に関わ



ってきたかを明らかにする。彼らが自分の中
の「日本人性」をどう認識してきたのか、そ
れが同時に「オーストラリア先住民であるこ
と」とどの様に関係するのか、を焦点として
探る。「日本人の子孫であること」と「オー
ストラリア先住民であること」双方にアイデ
ンティファイすることを可能としたロジッ
クと社会的背景は何か、それが彼等の「日本
人性」の構築とどの様に関係しているか、な
どを明るみに出していく事を目指した。 
 
３．研究の方法 
本研究は（１）文献調査（２）北部オースト
ラリア（ブルーム）におけるフィールド調査
（３）データの分析、の 3段階で行われた。 
（１） 文献調査 
日本とオーストラリアにおける資料館や図
書館においてオーストラリア北部への日本
人移民に関して文献調査を行い、その歴史的
背景を明らかにした。東京の海外移住資料館、
オーストラリアへの移民を多く出した和歌
山県の市民図書館、紀南地方における市町村
の資料展示室、オーストラリアにおいてはシ
ドニー大学の図書館、ブルームの歴史博物館
などを中心にオーストラリア北部における
日本人移民に関する文献を収集した。 
（２） ブルームにおけるフィールド調査 
文献調査で得られた知見をもとに、2013 年
11 月、2014 年 7－9月に北部オーストラリア
の都市で真珠貝採取業の中心地として日本
人移民の集中したブルームをフィールド調
査地とし、参与観察とインタビューを中心と
した調査を行った。対象者は日本人移民とそ
の子孫、特に、先住民と日本人との混血の
人々を中心とした。インタビュー対象者は、
研究代表者が 2009 年、2010 年の予備調査に
おいて培ったネットワークを利用した。また、
並行してブルームにおけるエスニック・グル
ープの集まりやコミュニティの行事に参加
し、参与観察を行った。インタビュー内容は
対象者のライフ・ヒストリー、アイデンティ
ティ、日本人側と先住民側との親族・社会関
係とコミュニティ活動に関してである。 
（３） データ分析 
文献調査とフィールド調査で得られた知見
をもとに、日本人としてのアイデンティティ
と先住民としてのアイデンティティのあり
方、及びその社会関係とのかかわりを焦点に
データ分析を行った。 
 
４．研究成果 
本研究においては、オーストラリア北部の都
市ブルームにおいて、19 世紀後半から 20 世
紀半ばまでに移住した日本人移民とオース
トラリア先住民の交流の歴史が、その子孫の
間においてどのように生きられ、彼らのアイ
デンティティに影響を及ぼしているのかを
中心に探った。文献調査とフィールド調査を
通じて明らかになったことは、日本人とオー
ストラリア先住民の子孫の人々は、日本人と

しての親族、社会関係、コミュニティ活動へ
の参加などはまちまちであるが、多くの人々
がオーストラリア先住民としての親族ネッ
トワークの中で社会生活を送りながらも、日
本人のルーツを積極的に認め、そのルーツを
語り、たどる、という実践を行っていること
である。そこにおいてみられるのは、複数の
エスニック・アイデンティティの共存を認め
る先住民コスモポリタニズムとも呼べるべ
き態度であり、アジア人との接触の歴史の長
いオーストラリア北部においては、日本人の
ルーツを持ち、認めること自体が「先住民で
あること」のあり方の一部を形成する、とい
うことであった。 
同研究成果の位置づけとしては、まず、日本
人のルーツのみに焦点を絞る傾向のある国
内外の日本人研究において、日本人側と非日
本人側双方のルーツを両立させる混血の
人々、という姿を提示し、これまでの日本人
移民研究に一石を投じた。また、オーストラ
リア先住民研究においても、これまで「静的」
で「人種的に交わらない」とされがちであっ
た先住民のイメージに関し、西洋人による植
民地化以前よりコスモポリタン的状況に適
応してきた先住民像を提示した。 
今後の展望としては、本調査で得られた知見
は、世界中における日本人移民のあり方を、
非日本人側のルーツをも踏まえた観点より
見直していく事に貢献できる。また、オース
トラリア先住民との関係性を探ってきたこ
とにより、現在の日豪関係において見落とさ
れがちなオーストラリア先住民との「和解」
問題への日本の関わりに関し考察を深めて
いく事が期待される。 
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